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 保護者の皆様、六中生の皆さんにおかれましては、お健やかに佳き春をお迎えのことと存じます。令和３年度

の締めくくりとともに、令和４年のスタートとなる３学期を迎えました。３年生にとっては、より大きくはばた

くためのステージを、2 年生にとっては、六中をけん引していく最高学年を、1 年生とっては、上を支え下を助け

る中堅学年を迎えるための準備期間として、重要な意味をもつ３か月間となります。感染症の状況が気になると

ころですが、それぞれが「自分のできることにしっかりと取り組む」ことが大事です。 

 2000 シドニーオリンピック陸上競技女子マラソンの金メダリストで元世界記録保持者、女子スポーツ界で初の

国民栄誉賞の栄誉に輝いた高橋 尚子（たかはし なおこ）選手の座右の銘は、「何も咲かない寒い日は、下へ下へ

と根を伸ばせ。やがて大きな花が咲く」というものです。また、「長い階段を一気に上がろうとすると、途中でへ

ばってしまう。でも一段ずつ確実に上がっていけば、時間はかかっても頂上まで上がることができる」という言

葉も残しています。高校時代は、トップレベルではなかった髙橋 尚子 選手の華々しい活躍の陰には、粘り強い

努力とあきらめない心があったことが推察されます。目の前にある「自分のできることにしっかりと取り組む」

ということは、中学生の皆さんにとっては、将来への耕しにもつながるものですので、新年を迎えたことを良い

契機として、しっかりと目標と見通しをもって取り組んでもらいたいと願っています。 

 さて、冬休み中には様々なスポーツが行われていましたが、その中でも大きなイベントである全国高校サッカ

ー選手権大会において、長崎県立国見高等学校の監督として 6 度の大会制覇を成し遂げた小嶺 忠敏（こみね た

だとし）氏がご逝去されました。小嶺監督は、この実績から名将と呼ばれていますが、日本代表選手や日本サッカ

ー界を支える多くの人材を育成した方でもあり、熱く厳しい練習で知られる一方、選手の個性を大事にする指導

でも有名でした。小嶺監督は、「足が速く、高さがあり、サッカーセンスもあるという万能な人間はいない。その

人の個性をとことん磨き、伸ばし、褒めてあげることが大事」という信念に基づき、粘り強く指導していたと伝え

られています。この言葉を生徒の皆さんの視点から見てみると、どうでしょうか。世の中に「できること」ばかり

の人はいません。特に、これから大きく成長していく皆さんにとっては、様々なことにチャレンジするとともに、

その経験を今後に生かしていくことが重要です。どうしても「できない」ことに目を向けてしまいがちですが、ま

ずは自分で「力を注げるもの」を見つけること、それに全力で「取り組んでみること」、そして粘り強く「できる

こと」にしていく営みを通じて、身に付けた自信と経験を他のことにも広げていくことが大事だと考えます。 

 新春に当たり、それぞれ自分なりの目標や誓いを立てたことと思いますが、ぜひ周囲の協力を得ながら、その

達成に向けて粘り強い努力とあきらめない心をもって取り組んでいくことを期待します。 

 

                           ＜本日の始業式で、同様の趣旨の話をしました。＞ 

東／東京スカイツリー 南西／文京区役所、東京ドーム 西／富士山を望む 

 

 

六中だより 

【教育目標】○責任を重んじる ○学習に励む ○健康なからだをつくる ○美しい生活を求める 

文京区立第六中学校 校長 小椋 孝 

http://www.bunkyo-tky.ed.jp/dairoku-jh/ 

 令和４年 今年もよろしくお願い申し上げます ～ 新春の屋上からの風景を添えて ～ 
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※ 保護者、学校関係者等に向けたメッセージは、学校ホームページに掲載してありますのでぜひご覧ください。 

 末松 信介 文部科学大臣からのメッセージ 

※ PR 動画、相談窓口の URL は、後日タブレット端末のアイコン 

として追加される予定ですので、確認をお願いします。 


